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塚原１号窯跡（001SY）検出状況（1/80）

焼台痕配列検出状況
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塚原１号窯跡（001SY）検出状況（1/80）

焼台痕配列検出状況

法量：長さ8.9m、幅2.2m、残存高1.5m、
床面傾斜 焼成室32°・燃焼室22°
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法量：長さ8.9m、幅2.2m、残存高1.5m、
床面傾斜 焼成室32°・燃焼室22°
天井の残存
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法量：長さ8.9m、幅2.2m、残存高1.5m、
床面傾斜 焼成室32°・燃焼室22°
天井の残存 ダンパー部分の保存
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天井の残存 ダンパー部分の保存

焼台痕配列の検出
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塚原１号窯跡（001SY）検出状況（1/80）

焼台痕配列検出状況

法量：長さ8.9m、幅2.2m、残存高1.5m、
床面傾斜 焼成室32°・燃焼室22°
天井の残存 ダンパー部分の保存

焼台痕配列の検出 粘土の貼付け痕
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未焼成粘土塊など検出状況
  （破線が粘土塊の範囲）
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床面傾斜 焼成室30°・燃焼室20°
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窯体掘削後に焼成室上半床に粘土を充填して操業
煙道部欠失
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窯操業後に粘土塊などの廃棄か

煙道部欠失

廃棄土坑・工房跡の検出
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塚原３号窯跡
操業後の粘土など廃棄状況
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塚原１号窯跡北 粘土層の堆積
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純灰層
混灰シルト層・砂層

土性の状態など
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遺物による分類

焼台層（山茶碗由来・古瀬戸由来）
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遺物による分類

焼台層（山茶碗由来・古瀬戸由来）
山茶碗層・古瀬戸層

純灰層
混灰シルト層・砂層

土性の状態など

遺物破砕灰層
遺物の状態による分類
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灰原・整地面の調査

遺物の出土状況・欠損状況
窯の製品
焼台
陶器片の転用品
土鍋など搬入品



灰原・整地面の調査

遺物の出土状況・欠損状況
窯の製品
焼台
陶器片の転用品
土鍋など搬入品

整理作業により解明すべき課題



B.S.番号 グリッド
・層位

サンプル
法量(cm)

サンプル
重量(kg)

山茶碗
片(kg)

古瀬戸
片(kg)

焼成粘
土塊(kg)

焼台(片)・
焼土塊(kg) マサ土(kg) 砂粒(kg) 炭化物(g)

1

2

3

4

5

6

50×50×30

50×50×30

50×50×10

50×50×30

50×50×30

50×50×30

8f(009SX
9f西壁3層)

8f(009SX
9f西壁4層)

9f(009SX
9e北壁3層)

9f(009SX
9e北壁4層)

9f(009SX
9e北壁6層)

9f(009SX
9e北壁7層)

113.8

90.2

54.1

149.9

96.2

94.7

0.85

1.72

0.78

6.82

1.09

1.38

0

0

0.04

0

0

0

0

0

0.01

0

0

0

2.36

6.32

5.82

22.05

9.37

10.64

47.5

25.76

24.08

0

13.31

0.43

26.2

12.84

30.04

12.1

19.11

5.31

27.5

4.2

24.3

13.4

35.0

200.2

灰層の調査



B.S.番号 グリッド
・層位

サンプル
法量(cm)

サンプル
重量(kg)

山茶碗
片(kg)

古瀬戸
片(kg)

焼成粘
土塊(kg)

焼台(片)・
焼土塊(kg) マサ土(kg) 砂粒(kg) 炭化物(g)

1

2

3

4

5

6

50×50×30

50×50×30

50×50×10

50×50×30

50×50×30

50×50×30

8f(009SX
9f西壁3層)

8f(009SX
9f西壁4層)

9f(009SX
9e北壁3層)

9f(009SX
9e北壁4層)

9f(009SX
9e北壁6層)

9f(009SX
9e北壁7層)

113.8

90.2

54.1

149.9

96.2

94.7

0.85

1.72

0.78

6.82

1.09

1.38

0

0

0.04

0

0

0

0

0

0.01

0

0

0

2.36

6.32

5.82

22.05

9.37

10.64

47.5

25.76

24.08

0

13.31

0.43

26.2

12.84

30.04

12.1

19.11

5.31

27.5

4.2

24.3

13.4

35.0

200.2

灰層の調査

分析した灰層は山茶碗層



B.S.番号 グリッド
・層位

サンプル
法量(cm)

サンプル
重量(kg)

山茶碗
片(kg)

古瀬戸
片(kg)

焼成粘
土塊(kg)

焼台(片)・
焼土塊(kg) マサ土(kg) 砂粒(kg) 炭化物(g)

1

2

3

4

5

6

50×50×30

50×50×30

50×50×10

50×50×30

50×50×30

50×50×30

8f(009SX
9f西壁3層)

8f(009SX
9f西壁4層)

9f(009SX
9e北壁3層)

9f(009SX
9e北壁4層)

9f(009SX
9e北壁6層)

9f(009SX
9e北壁7層)

113.8

90.2

54.1

149.9

96.2

94.7

0.85

1.72

0.78

6.82

1.09

1.38

0

0

0.04

0

0

0

0

0

0.01

0

0

0

2.36

6.32

5.82

22.05

9.37

10.64

47.5

25.76

24.08

0

13.31

0.43

26.2

12.84

30.04

12.1

19.11

5.31

27.5

4.2

24.3

13.4

35.0

200.2

灰層の調査

分析した灰層は山茶碗層

炭化物は、材のみ



B.S.番号 グリッド
・層位

サンプル
法量(cm)

サンプル
重量(kg)

山茶碗
片(kg)

古瀬戸
片(kg)

焼成粘
土塊(kg)

焼台(片)・
焼土塊(kg) マサ土(kg) 砂粒(kg) 炭化物(g)

1

2

3

4

5

6

50×50×30

50×50×30

50×50×10

50×50×30

50×50×30

50×50×30

8f(009SX
9f西壁3層)

8f(009SX
9f西壁4層)

9f(009SX
9e北壁3層)

9f(009SX
9e北壁4層)

9f(009SX
9e北壁6層)

9f(009SX
9e北壁7層)

113.8

90.2

54.1

149.9

96.2

94.7

0.85

1.72

0.78

6.82

1.09

1.38

0

0

0.04

0

0

0

0

0

0.01

0

0

0

2.36

6.32

5.82

22.05

9.37

10.64

47.5

25.76

24.08

0

13.31

0.43

26.2

12.84

30.04

12.1

19.11

5.31

27.5

4.2

24.3

13.4

35.0

200.2

灰層の調査

分析した灰層は山茶碗層

炭化物は、材のみ



B.S.番号 グリッド
・層位

サンプル
法量(cm)

サンプル
重量(kg)

山茶碗
片(kg)

古瀬戸
片(kg)

焼成粘
土塊(kg)

焼台(片)・
焼土塊(kg) マサ土(kg) 砂粒(kg) 炭化物(g)

1

2

3

4

5

6

50×50×30

50×50×30

50×50×10

50×50×30

50×50×30

50×50×30

8f(009SX
9f西壁3層)

8f(009SX
9f西壁4層)

9f(009SX
9e北壁3層)

9f(009SX
9e北壁4層)

9f(009SX
9e北壁6層)

9f(009SX
9e北壁7層)

113.8

90.2

54.1

149.9

96.2

94.7

0.85

1.72

0.78

6.82

1.09

1.38

0

0

0.04

0

0

0

0

0

0.01

0

0

0

2.36

6.32

5.82

22.05

9.37

10.64

47.5

25.76

24.08

0

13.31

0.43

26.2

12.84

30.04

12.1

19.11

5.31

27.5

4.2

24.3

13.4

35.0

200.2

灰層の調査

マサ土の大部分は焼台片の分解したものと考えられ、廃棄
当時は、現状よりも多量の焼台(片)や焼土塊の中に、遺
物・炭化物が含まれる状態であったことが想定される。

分析した灰層は山茶碗層

炭化物は、材のみ





若宮１号墳



石室の検出



石室の検出



石室の検出



石室の検出



石室の検出



石室の検出



石室の検出



石室の様子



石室の様子



石室の様子



石室の解体・墳丘の断ち割り



石室の解体・墳丘の断ち割り



石室の解体・墳丘の断ち割り



石室の解体・墳丘の断ち割り



石室の解体・墳丘の断ち割り


